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　　蛇紋岩地帯の植物群落学的研究
ＸＶⅢ　高知市と周辺の一部の蛇紋岩地帯の植生
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　Sociological Studies on the Serpentine Vegetation
χＶ皿Notes on the Serpentine Vegetation in Kochi Prefecture
　　　　　　Tsugiwo Yamanaka
召iological Labora£ory, Facul£y of Educa£iO几
　　Abstr･act: At low altitudes in Kochi Prefecture, Shikoku, the Pinus densびlora community
accompanied by ？ｅｒりａがabrescens, Abelia serrata f. obspathula£α，Ｓ£ephana几＆｀aincisa. Ber-
beris thunberがi, Carex insaniae var. subぷ£a, Car ex:肌?£びolia, etc. is characteristic of serpen-
tinite areas. The Qｕｅｒｃｕｓglaiｔｃａcommunity is also found in places, and the floristic composi-
tion of the remnant forest undisturbed ｒｅ卵mbles that of the climatic climax consisting
mainly of Ｃａｓtａｎｏｐｓiｓ　ｃｕｓｐｉｄａtａ.
　四国の低地の蛇紋岩地帯で，植生がとくに問題となる未調査のところは,･ほとんどなくなった
(山中　1974)。これまでの研究で明らかになったのは，一般に生育めよくないアカマツの疎林が見
られ，組成にはどこにも共通する特徴はあるが，地域によって少しずつ違いもあることなどである。
それでもなお，もういちど見直してみたいところは，高知市とその周辺にもあり。ここではその調
査結果の一部をまとめて報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査地と植生
　調査の場所は，土佐郡鏡村大河内，高知市宗安寺および吾川郡伊野町枝川（いずれも５万分１地
形図　伊野）である。このうち，鏡村大河内は，高知市円行寺，柴巻および蓮台からっづく蛇紋岩
地帯である。また，鏡川をこえて西の高知市宗安寺から伊野町枝川へも，断続して小規模な蛇紋岩
の露出地がある。
　周辺部の気候的極相は，スダジイかツブラジイ（コジイ）の多いシイ林であるが，古い林は朝倉
神社などの社叢のほかには，ほとんどない。二次林にはシイまたはアラカシの萌芽林のほか，アカ
マツやコナラの林もある。
　調査地の植生の概要は，以下のとおりである。
　（1）大河内　海抜100m前後の丘陵地では表1 (1, 2)のように，おもにアカマツの疎林になっ
ている。人手の加わった形跡はあり，アカマツはほとんど樹高10m,胸高直径25cm以下である。
亜高木と低木層にはケカマツカ，リョウブ，マルバアオダモ，メギ，コツクバネウツギ（葉め少さ
いホソバコツクバネウッギ），ナカバノコウヤボウキなどのほか，ところによりオンツツジがあり，
局地的にヒロハドウダンツツジが多い。草本層はスゲ類を主とし，ケスゲとアオヒエスゲ，場所に
よりミヤマカンスゲが群生する。
高知大学学術研究報告　第36巻　(1987)　自然科学２
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Table ２　　Uuercu8 glauca community
　　Ｎ０．
　　Locality
　　Altitude(ra)
　　Slope
　　Area(m)
　　Hei6ht(m)/cover(%) Tl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｓ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ
　　Numberof specie8
　　Layerヽ
Quercus glauca
Neolitsea sericea
Castanopsis cuspidata
Rhu8 auccedanea
Tracheloaperraum asiaticum ｖ．intermedium
Millettia‘japonica
Cinnamoroum camphora
Ficus erecta
Ligustrum japonicum
CinBamomum tenuifoliura
Persea thunbergii
Cleyera japonicaEurya japonica
Pleioblastus argenteostriatus ｆ．glaber
Pourthiaea vlllosa ｖ．zollingeri
Cryptomeria Iaponica
Eemmaphyllum microphyllun
Pyrrosia lingua
Ophiopogon japonicus ｖ．umbrosus
Cymbidium goeringii
Smilax china
Ardisia puailla
Careχ sachallnensis ｖ．aureobrunnea
Pteris dispar
Vittaria flexuosa
Oplismenus undulatifoliue V. japonlcus
Arisaema ringens
Ardisia crenata
Dryopteris erythrooora
Polygonum cuspidatum
Camellia japonica
Ficus Blpponica
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蛇紋岩地帯の植物 的研 (山中) ５
　･こうじた林には，常緑広葉樹は少ないが，アラカシはわりあい普通で，ことに谷ぞいの露岩地に
はそれが少｡なくない。
　｀'‘(2)宗安寺　伊野町枝川との境の海抜100m内外に蛇紋岩の小さな露出地が見られる。アカマツ
の多いところとほとんどない林とがあり，アカマツを欠く場所ではリョウブが多い(表１の2, 3)。
ケカマツカ，マルバアオダモ，ホソバコツクバネウツギ，ナガバノコウヤボウキなどがいずれにも
よく見られ，組成にはあまり違いはない。大河内ともほとんどおなじであるが，草本層にトサトウ
ヒレンが出現することは異なうている。
　(3)枝Jll　この地域の八代，北浦，藤ヶ瀬などの丘陵地に多いアラカシが，蛇紋岩の露出地でも
普通である。アカマツをともなうこともあるが，八代で見られる表１の５のように，アラカシを主
とする群落があり，メギ，ナガバノコウヤボウキ｡などがなければ，周辺の二次林とは相観だけでな
く組成からも区別できない。
　藤ヶ瀬には，蛇紋岩地に社叢とみなされる古い林があるが，ここではやはりアラカシが優占して
いる。樹高は10m以上，胸高直径40cmをこし，一部でツブラジイが混生している(表２)。組成は
単純，乾いた林床も比較的まばらで，これといって注目すべき植物も見られない。
考　　　察
　はじめにふれたように，暖温帯の蛇紋岩地帯には，相観にも組成にも特徴のあるアカマツ林があ
るが，この調査結果からも，その傾向にかわりのないこと,がわかる。
　とうぜんあってもよいと思われるものが，場所によってまったく見られないとか，ごく狭い範囲
にだけしか出現しない植物もある。たとえば，鏡村大河内では，隣接する蓮台，円行寺などの蛇紋
岩地帯に多いトサミズキがないかわり，高知市で見ないヒロハドウダンツツジが一部に生えている。
宗安寺にあるトサトウ･ヒレンは，鏡村と伊野町の調査地には見られない。
　そうした例はあっても，組成に共通性のあることは，なおはっきりしている。周辺の林にはない
か，蛇紋岩地帯にめだって多い木本植物には，ナガバノコウヤボウキ，ホソバコツクバネウツギ，
ケカマツカ，コゴメウッギ，メギなど，草本ではケスゲ，アオヒエスゲ，ミヤマカンスゲ，シライ
トソウなどがある。どちらかで優占度が１以上になるものをとりあげて，調査地ごとに相互にそれ
ぞれみてみると，いずれの場合も半数をこす11～14種が共通である。優占種がアカマツでなく，低
木のアラカシのところでもおなじである。
　アラカシは，二次林で普通であるとともに，乾燥地や露岩地にもよく耐えて生育することは知ら
れている。蛇紋岩地帯でも，アラカシ林のあるところとして，四国では伊予三島市や高知県仁淀村
の例があり，カヤ,。ウラジロガシ，ツゲなどをまじえている。
・もし，安定した土地で，しかも人の影響をうけることがなければ，日本の南部の暖温帯の蛇紋岩
地帯で，アカマツ林にかわるものとしては，まずアラカシ林が考えられる。伊野町枝川に残る古い
アラカシ林もそれである。しかも，ここで一部にツブラジイをまじえることは，一般的な遷移の傾
向が，蛇紋岩地帯でも見られる一例である。この段階になると，組成からも蛇紋岩地帯の植生の特
徴はうすれてくる。
　要するに，暖温帯の蛇紋岩地帯にはアラカシ林もあり，組成には二次的な林ではアカマツ林に，
古い林ではシイ林に近い傾向があるといえる。
　蛇紋岩地帯の植生と植物相は，世界の各地で研究されている。それらを最近Brooks (1987)が
まとめたもののなかには，日本についての記述もあるが，十分とはいえない。また，残念なことに，
６ 高知大学学術研究報告　第36巻(1987)　自然科学
著者の要望に私が事情で応じられなかったこともあって，日本の低地の蛇紋岩地帯の植物には，ほ
とんどふれていない。　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ
　高知市と周辺の蛇紋岩地帯の植物は，日本だけでなく世界的砕みても，早くから注目されまたよ
くわかっているところである。しかし，まだ決して調査が完璧とはいえない。この地域を含め，西
南日本外帯，植物区系から襲速紀といわれる地域の蛇紋岩地帯を,ぐさらにくわしく研究する必要の
あることを↓書きそえておきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　と　　。め
　高知市とその周辺の蛇紋地帯で，これまでに未調査のところも,･おもにアカマツ林であったが，
一部にはアラカシ林も見られた。アカマツ林には，ナガバノコウヤポウキ，ホソバコツクバネウツ
ギ，コゴメウッギ，メギ，アオヒエスゲ，ミヤマカンスゲなどが生じ，ところによってヒロハドウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　j■ダンツツジやトサトウヒレンも見られる。アラカシ林の辨成は，二次的なものではアカマツ林に似
ているが，古い林ではツブラジイをまじえて，シイ林に近い。　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　’献
Brooks, R. R. 1987: Serpentine and its vegetation. 454p. Croom Helm, London and Sydney.
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